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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
  「わが主よ、あなたはなぜ、この民に災いをくだされるのですか。わたしを遣わされたのは、一体なぜですか。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出エジプト記５章22節）

　主なる神からイスラエル民族解放の使命を与えられたモーセは、人々の期待の中、ファラオのもとに出かけて、言いました。「イスラエルの神、主がこう言われました。『わたしの民を去らせて、荒れ野でわたしのために祭りを行わせなさい』」。この時ファラオは「主とは一体何者なのか。どうしてその言うことをわたしが聞いて、イスラエルを去らせねばならないのか」と言って、その求めを拒否するのですが、その日、イスラエルの民を監督するエジプト人にこう命じました。「これからは、（イスラエルの民に）れんがを作るためのわらを与えるな。わらは自分たちで集めさせよ。しかもれんがの数量は減らしてはならない。彼らは怠け者なのだ。だから、自分たちの神に犠牲をささげに行かせてくれなどと叫ぶのだ。」
　イスラエルの人々に大きな災いがふりかかりました。ただでさえきつい仕事がわらを集める分、よけいに増えてしまったのです。特にエジプト人の監督下にあるイスラエルの人々の下役の者たちは、上から締め付けられて困りはて、ファラオに窮状を訴えました。このように事態が動いてゆくことは、ファラオにとってすでに計算済みで、彼はここでやっと、命令を下した理由を説明します。つまり、モーセが、イスラエルの民をエジプトから去らせて、主なる神のための祭りをさせてほしいと言ったからです。ファラオの言葉を聞いて、イスラエルの人々の下役の人たちはやっと事の経過がのみこめました。モーセがファラオを怒らせたからこうなったのだと。こうしてモーセは、同胞から激しく非難されたのです。
このようにモーセがイスラエルの民のために立ち上がろうとしても、ファラオの方が一枚も二枚もうわてなので打つ手がありません。しかし彼はこの問題をどこに持って行くべきかを知っていました。なぜこんなことにという思いを持ちながらも主なる神を信頼して祈るのです。この時、主はご自分の強い手が虐げられた民を救い出すことを約束して下さいました。

人が信仰をもって何かをしようとする時、社会の中で厚い壁にぶつかることがしばしば起こります。しかし、そこから逃げ出してしまってはなりません。私たちも、モーセのように主なる神を信頼して祈る者となりましょう。人間が万策つきはてて神のもとに来る時、それは神が全能の力をふるう時だからです。
（祈り）主なる神様、私たちの国はこれからどうなってゆくのでしょうか。しかし、あなたがおられます。どうか私たちを、その強いみ手の中でお導き下さい。アーメン。
井上　豊(広島長束教会牧師、大会靖国神社問題特別委員会委員)
ヤスクニ問題とわたし
田中　豁（近畿中会無任所教師）
靖国神社遊就館は、日本の戦争の歴史をたたえ、殉国の英霊を顕彰する展示館である。
はじめに「武人の心」という展示室がある。そこに三本の丈の長い幟（のぼり）の旗が掲げられている。見上げるとそれぞれに和歌が書かれている。
　「海行かば水漬く屍、山行かば草むす屍、大君の辺にこそ死なめ、かえりみはせじ」（大伴家持）

　「敷島のやまと心を人問わば、朝日に匂ふ山ざくら花」（本居宣長）

　「君がため世のために何か惜しからむ、すててかひある命なりせば」（宗良親王）
　この三本の幟を見て、私は若者たちを戦没に至らしめた元凶が、この歌にあったと思い知らされた。展示室には、生還できなかった若者たちの写真、父母への遺書があった。今なお、海から、空から、大地から叫びつづけているようで胸つまる思いである。

　戦事中、私も海軍航空隊に志願して入隊した。航空機搭乗員としての訓練を受け、その後、フィリピンの前線基地に配属、生死をかける立場にあった。入隊にあたって牧師から「航空兵は生きて帰れない。洗礼を受けて行け」と勧められた。教会には多くの学生がいたが、学徒動員で次々と出陣して行った。「忠君愛国」と「滅私奉公」が国の教育基本理念であった。日曜学校「教師の友」にも「教育勅語」の指導が掲載されていた。キリスト信者こそ、お国のために滅私奉公ができる。キリスト信者は、その模範とならねばならない。主イエスの「己を捨て、己が十字架を負いて、我に従え。己が生命を救わんと思う者はこれを失い、我がために己が生命を失う者は、それを得べし」（マタイ16：24～25）み言葉を示されて納得して、それぞれ、お国のため、天皇の赤子として出陣したのである。
　人が生死を捧げるためには、悠久の大義がなければ死ぬことができない。戦争体験で知ったことは、軍隊には悠久の大義などはないということだ。８月15日（1945年）を迎えた日、軍隊の中に下克上が起きた。これまでの全体主義、軍国主義体制はたちまちにガラガラと崩れ去った。そして私は生きる意味と目的をすっかり失って、虚脱感におちいった。「青年が真の目標を持たないとき、偽りの目標にどんなに情熱を注ぐことか。」（モンテーニュ）の言葉を実感した。
　「ヤスクニ問題とわたし」は、私の場合、わが人生における挫折と再生の原点となっている。戦後69年にもなるが、今日「ヤスクニ問題」は、国家と国民の前途を左右する重大な問題をはらんでいる。ますます主の教会の見張りの務め、警鐘を鳴らすことをおろそかにしてはならない。
＜特別寄稿＞

昨今の政治状況に怒りを覚える

青山　愛（南浦和教会員）
日本は15年戦争という長くて暗いトンネルから明るい外に出された時、国民の誰もが解放感を深く味わいました。その時の未来に対する不安と厳しい食糧難との闘いの中で、それまで聞いたこともない｢民主主義｣・｢人権｣という日本語に光が当たって輝き始めました。日本が仕掛けた戦争で、戦地に行った若者や国内にいた者（銃後の人）の多くの尊い命が犠牲になり、同時に、他国の人の尊い命も多大に奪いました。そのことを認め、戦争を仕掛けたことを悔いて、新しい国の生き方を探している時に誕生したのが「日本国憲法」です。この憲法に、国民主権・基本的人権の尊重・平和主義が盛られました。とくに第９条は「戦争放棄」です。もう二度と武器を持って戦争はしないと宣言しました。まさに「平和憲法」の誕生です。世界に誇れる憲法です。国際社会の中で信頼される日本になりました。憲法は国家を縛るものだということを忘れてはなりません。私たちには見張の役があります。そうして、女性は参政権を得て政治に関われるようになったのです。

ところで、現政権の安倍晋三内閣は憲法を踏みつけながら暴走しているではありませんか。次々に憲法を勝手に解釈しながら、戦争の出来る国にしようとしています。大変危険で怒りを覚えます。先頃、多くの国民の反対意見を無視して「特定秘密保護法」を成立させました。この法は「治安維持法」の復活です。過去に日本は国民に何も言わせず、思想を統制しながら戦争への道を突き進みました。この法によって殺された人は少なくありませんでした。

今、安倍内閣は自衛隊を海外の紛争・戦闘地域へ派遣できるようにする、戦争に参加する「集団的自衛権の行使容認」を目指して急いでいます。首相は「『憲法解釈』の最高責任者は私だ」と発言し、武器輸出三原則の撤廃を閣議決定しました。他国の戦争を手伝うつもりでしょうか。いっそう危険を感じます。

日本は「もう決して戦うことはしない」と憲法で決めたのです。

「主は国々の争いを裁き、多くの民を戒められる。彼らは剣を打ち直して鋤とし槍を打ち直して鎌とする。国は国に向かって剣を上げずもはや戦うことを学ばない」（イザヤ書２：４）。私たちは聖書から神の御心を学びます。

私には、過去の歴史を正しく学ばず、正しい歴史認識を持とうとしないで軍国主義の象徴である靖国神社に参拝する安倍首相の姿は、戦争中「戦死者は英霊として靖国神社に祀る」と約束して若者を戦に送り出した指導者の姿と重なって見えます。

戦争を知らない若い人たちが、過去の歴史の真実を正しく学び、隣国の日本に踏まれた人の痛みを解かろうとするならば、安倍晋三総理の国家主義に釣られることはないはずです。東アジアの人々との共存を目指した政治を為政者に願います。主イエスは重要な掟「隣人を自分のように愛しなさい」（マタイ22：39）をお与えになられたからです。

＜ヤスクニ・ニュース＞
靖国参拝「平和的生存権を侵害」首相と神社に賠償請求
　安倍晋三首相の昨年12月の靖国神社参拝で、憲法が保障する平和的生存権を侵害されたなどとして、全国の戦没者遺族や宗教者・市民ら546人が４月11日、安倍首相と靖国神社を相手取り、将来にわたる参拝の差し止めや原告１人当たり１万円の損害賠償を求める訴えを大阪地裁に起こした。訴状によると、参拝について「北東アジアの外交的緊張を一気に高めた」と指摘。生命や自由が侵害される危機にさらされたと主張している。（毎日4月11日）

首相の靖国参拝違憲と273人提訴
　安倍首相の靖国神社参拝は憲法が定めた政教分離原則に違反するとして、戦没者遺族や宗教家、韓国人ら273人が国などを相手取り、将来の公式参拝差止めや違憲確認、原告一人当たり一万円の損害賠償を求める訴訟を４月21日、東京地裁に起こした。

　安倍首相は第二次政権発足から一年の、昨年12月26日に靖国神社を参拝し、「内閣総理大臣安倍晋三」名で献花した。（東京４月22日）
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平和の灯を！ヤスクニの闇へ　キャンドル行動　連続講座
　　今年は、8月9日（土）、2014「平和の灯を！ヤスクニの闇へ　キャンドル行動」を開　
催します。この成功へ向けて、3回にわたり連続講座を開催します。
第一回　4月25日（金）18：30～　韓国ＹＭＣＡ302会議室　「再びその道を走るのか　安　
倍首相のヤスクニ参拝」　講師：石川逸子さん（詩人）　参加費500円
第二回　5月30日（金）18：30～　韓国ＹＭＣＡ302会議室　「靖国・アジア・教科書」　講　
師：高嶋伸欣さん（琉球大学名誉教授）　参加費：500円
第三回　6月22日（日）「今、ヤスクニ・ヘイトスピーチを考える」　対談　安田浩一さん
×辻子実さん　その他、最終確定次第お知らせします。
・「2014平和の灯を！ヤスクニの闇へキャンドル行動」
8月9日（土）13：30～18：30（開場13：00）　19：00からキャンドルデモ
　韓国ＹＭＣＡ　賛同：個人1口1000円　
平和の灯を！ヤスクニの闇へ　キャンドル行動実行委員会
　Ｔ：03-3355-2841　Ｆ：03-3351-9256　Ｅメール　peacecandle2006@yahoo.co.jp
◎「ヤスクニもんだいってなーに」を教会・伝道所に配布しましたが、新しい注文があるために増刷を考えています。どうぞ教会で学習用にお用いください。１冊180円（送料別）です。
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